
 

布
野
の
食
と
脱
温
暖
化
を
考
え

る
会
は
、
産
業
の
中
心
が
農
業
で

あ
る
布
野
の
特
徴
を
生
か
し
「
食
」

を
切
り
口
に
、
平
成
十
八
年
九
月

か
ら
活
動
を
展
開
し
て
い
る
協
議

会
。
発
足
当
時
か
ら
、
地
元
の
道

の
駅
「
ゆ
め
ラ
ン
ド
布
野
」
で
の

ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
運
動
や

地
場
産
物
の
消
費
の
啓
発
運
動
な

ど
を
行
っ
て
い
る
。

 

昨
年
度
は
、
明
治
時
代
の
布
野

を
舞
台
と
し
た
小
説
「
荷
車
の
歌
」

を
題
材
に
、「
環
境
紙
芝
居
」
を

作
成
し
、
地
元
の
小
学
校
で
環
境

学
習
を
展
開
し
た
。
昔
の
く
ら
し

と
現
代
を
見
比
べ
、
賢
く
省
エ
ネ

し
な
が
ら
、
楽
し
い
暮
ら
し
を
す

る
知
恵
を
学
ん
だ
。
併
せ
て
、
大

豆
の
植
え
付
け
か
ら
収
穫
、
豆
腐

づ
く
り
ま
で
、
年
間
を
通
じ
て
授

業
を
実
施
し
た
。

 

こ
れ
ら
の
熱
意
あ
る
取
り
組
み

が
評
価
さ
れ
、
二
〇
〇
八
年
度
の

み
よ
し
環
境
大
賞
「
脱
温
暖
化
部

門
賞
」
を
受
賞
し
た
。
み
よ
し
環

境
大
賞
は
、
個
人
、
団
体
及
び
事

業
者
が
三
次
市
内
で
実
践
活
動
し

て
い
る
活
動
実
績
を
表
彰
す
る
も

の
で
今
年
度
で
四
年
目
に
な
る
。

十
一
月
二
日
に
、
三
次
環
境
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
「
み

よ
し
環
境
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
８
」

で
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。

　
表
彰
を
受
け
た
代
表
の
麻
野
恭

子
さ
ん
は
「
地
道
な
活
動
の
積
み

重
ね
が
評
価
さ
れ
た
と
感
じ
て
い

る
。
会
員
の
仲
間
た
ち
や
地
域
の

人
の
協
力
で
、
い
ろ
ん
な
活
動
を

展
開
で
き
た
。
今
後
も
食
を
切
り

口
に
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見
直

す
き
っ
か
け
を
作
っ
て
い
き
た
い
」

と
喜
び
を
語
っ
た
。

　
今
年
度
は
、
農
作
業
に
廃
油
で

作
っ
た
Ｂ
Ｄ
Ｆ
を
使
用
す
る
人
を

増
や
す
こ
と
を
目
指
し
て
、
Ｂ
Ｄ

Ｆ
の
学
習
会
を
予
定
し
て
い
る
。

Ｂ
Ｄ
Ｆ
を
使
っ
て
で
き
た
野
菜
を

販
売
し
た
り
、
学
校
給
食
へ
の
供

給
や
地
場
産
物
の
推
進
を
拡
大
し

て
、
人
に
も
地
球
に
も
優
し
い
健

康
な
取
り
組
み
を
今
後
と
も
継
続

し
て
い
く
。

(

脱
温
暖
化
セ
ン
タ
ー
ひ
ろ
し
ま)

　シリーズ７回目は、「地域活動から学びを広げる」
をテーマに活動している国立広島商船高等専門学
校 岐美(みちよし)研究室に所属する学生チーム
のひとつ「チーム岐美研究室」代表の上本怜さん
にお話をうかがいました。
■ 「岐美研究室」とはどのような組織ですか
　研究室では、地域と触れ合うことで、感じること、
学ぶことを
大切にして
います。
　竹原市の
町並み保存
地区内には「寺小屋学習塾」という活動拠点があ
ります。また、小学校やイベント会場などで出前
学習会も数多く開催しています。
　授業やゼミで岐美研究室に所属すると、チーム
で環境学習プログラムを考え、実施します。これ
までに実施してきた内容は、「チーム対抗 ごみ減
量・買い物ゲーム」や「再生はがき工作プログラム」
など私たちの身近な問題を中心に取り上げています。
■ 活動紹介　
　私たちのチームは、５人で活動しています。10
月には、三原市生涯学習フェスティバルで、「雨は
空気のよごれをためている？ ～雨のpHを測って

みよう～　酸性雨測定ジュニア博士プログラム」
を実施しました。

　参加者は、
子ども 2 0
人と大人の
方が少し。
雨が降り出

すと自動で蓋が開く雨水採取ボトルの工作や酸性
雨の学習、全国から集めた雨水やお茶、涙など身
近な液体のpH測定実験を行いました。参加者には、
酸性雨とその原因と被害について学んでもらい、
みんなの手で私たちの地球を守っていこうと呼び
かけました。
■ 活動への意気込みを教えてください
　他人に思いを伝えるのは難しいというのが正直
な感想。でも、身近なことからできるエコがたく
さんあります。学習会に参加された方が、そこに
気がつくような内容を展開していきたいです。

(地域支援課　馬場田真一)

　
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
制
度
が
平

成
八
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
て
、
今

年
で
十
二
年
。
こ
の
間
、
広
島
県

内
の
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
同
士
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
と
し
て
、
平

成
十
一
年
一
月
十
一
日
に
「
環
境

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
ひ
ろ
し
ま
」
を
立

ち
上
げ
、
来
年
一
月
で
十
周
年
を

迎
え
ま
す
。

　
今
回
は
、｢

環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
ひ
ろ
し
ま｣

の
十
年
を
振
り
返

っ
て
み
ま
す
。

◆
会
　
員

　
設
立
当
初
、
会
員
数
十
三
人
の

小
さ
な
団
体
で
し
た
が
、
設
立
以

降
に
毎
年
新
た
に
環
境
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
に
登
録
さ
れ
た
人
た
ち
が
参

加
し
て
、
現
在
で
は
会
員
数
百
三

人
と
い
う
大
所
帯
に
な
り
ま
し
た
。

会
員
の
ほ
と
ん
ど
は
広
島
市
内
に

住
ん
で
い
ま
す
が
、
北
は
庄
原
市
、

南
は
江
田
島
市
・
呉
市
、
東
は
福

山
市
・
府
中
市
、
西
は
廿
日
市
市

な
ど
、
県
内
各
地
に
会
員
が
お
り
、

住
民
の
ニ
ー
ズ
に
即
座
に
対
応
で

き
る
体
制
と
な
り
ま
し
た
。

◆
活
　
動

　
初
め
は
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
自
ら

が
講
師
と
な
っ
て
情
報
提
供
を
す

る
「
ミ
ニ
講
演
会
」
を
行
い
、
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
相
互
に
学
び
あ
う
こ

と
が
主
体
で
し
た
。
そ
の
う
ち
、

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
市
民
や
事
業
者

に
対
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
存

在
で
あ
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

「
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
世
間
に

知
ら
れ
て
い
な
い
」
と
い
う
こ
と

が
課
題
と
し
て
あ
が
り
、
よ
り
多

く
の
人
に
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を

知
っ
て
も
ら
う
機
会
と
し
て
『
ひ

ろ
し
ま
環
境
大
学
』
と
い
う
学
習

会
を
企
画
し
、
平
成
十
二
年
度
か

ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
代
表
的
な

事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
十
六
年
度
か
ら
学
習

会
な
ど
の
お
手
伝
い
を
す
る
「
講

師
派
遣
制
度
」
も
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
今
後
に
つ
い
て

　
今
後
も
、
広
島
県

内
の
環
境
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
相
互
の
情
報
交

換
の
場
と
し
て
、
ま
た
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
の
場
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
（
学
習
会
の
開
催
や
講
師
派

遣
な
ど
）
を
実
施
し
ま
す
。

何
よ
り
、
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の

Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
地
域
の
環
境
づ
く

り
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
活
動
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
◇
　
　
　
◇

環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
へ
の
問
い
合

わ
せ
は
、
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
ひ

ろ
し
ま
事
務
局
【
環
保
協
】（
〇

八
二
ー
二
九
三
ー
一
五
一
二
・
担

当
住
田
）
ま
で


